
派遣期間（予定）
令和６年８月１６日～令和８年８月
１５日

場所 韓国（釜山・海洋大学校）

本学からの参加者

大学院理工学研究科学生　１名

小早川　悟

概要（実施したこと，進捗状況等）について記述してください。

　日本大学大学院理工学研究科は，本学及び長年の提携関係にある韓国海洋大学校大学院双方
の学生に対し，各々異なる文化圏で専門教育を受ける機会を与え，日本大学及び韓国海洋大学
校の２つの学位を３か年で取得することを可能とし，国際社会でのキャリア展開を先導するグ
ローバルな技術者・研究者を育成・輩出することを目的として，日本大学大学院理工学研究科
韓国海洋大学校大学院 ダブル・ディグリー・プログラムプログラムを実施している。
　本学からは，令和６年８月１６日より１名派遣している。

今後の展望，本活動で得られた成果を記述してください。

　派遣開始より，順調に本プログラムを進めている。
　留学制度については，制度規模及び成果検証を行いながら，適切な体制を維持できるよう努
める。

対象・
相手先

韓国海洋大学校

No Photo

協定書・依頼の有無（具体的に記入）
日本大学理工学部と韓国海洋大学校海洋科学技術

大学及び工科大学との学術文化交流に関する覚書

実施
日時

活動名 日本大学大学院理工学研究科 韓国海洋大学校大学院 ダブル・ディグリー・プログラム

貢献・連携類型 ３．国際連携

報告者 交通システム工学科 学科 職位 教授 氏名
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